
『未来を変える目標 SDGsアイデアブック』
『ターゲットと指標』 活用事例

専門学校・大学・塾・その他編

P2・・・辻調理師専門学校 対象：1年生
調理師養成施設規定科目 食生活と健康

1

食（生活）と健康

P4・・・一般社団法人壱岐みらい創りサイト
小学校海洋教育プログラム 対象：小学校3～6年生
中学校環境教育プログラム 対象：中学校1年生

総合学習

P8・・・県立広島大学 対象：留学生
プロジェクトワーク「地球規模の課題と私にできる貢献」

アカデミック日本語

P10・・・九州産業大学 対象：3年生
SDGsの目標・内容とターゲット・指標の理解及び取組例について

教科指導法（社会）

P12・・・岡山大学 対象：1～4年生
実践コミュニケーション論

実践コミュニケーション論

P14・・・広島国際大学 対象：1～4年生
SDGsから中山間地域の地域医療システムを考える

地域医療システム論

P16・・・益田市吉田公民館 対象：子ども～大人
SDGｓワークショッフ◌゚実施報告書

ワークショップ

P18・・・まなビバ！シリウス 対象：小学生・中学生
SDGs授業実践報告

オンラインフリースクール

P20・・・九州産業大学 対象：大学2年生
教職課程教科教育（地理歴史科）の授業の工夫

地理歴史教育法



学校名：辻調理師専門学校 名前：東 庸介

調理師養成施設規定科目 食生活と健康

食と健康にかかわる諸問題や、調理師に求められている役割などについて、
社会的な背景をもとに説明できる。

単元名対象

科目

時間

参考資料

飲食業界の社会的背景から健康にかかわる要素をあげることができる。

期待できる学習効果

授業内容

目標

『調理師と健康』

アイデアブック等

1年

食生活と健康

90分

調理師養成施設規定科目である「食生活と健康」という科目は、平成25年の「調理師法施行規則
の一部を改正する省令」により、従前の「公衆衛生学」に「衛生法規」から調理師法、健康増進法、
食育基本法など健康づくりや食生活に関する法規が含めることとされ創設された。
本校では学科が3つ存在するが、3学科とも入学年次の学生に対し年間45コマ（90分）で配当され
ている。この45コマを30コマ（通年：『食生活と健康Ⅰ』として実施）と15コマ（半期：『食生活と健康
Ⅱ』として実施）に分けて授業を構成している。また年間を4期（前期前半、前期後半、後期前半、
後期後半）に分け、それぞれを1つの単元と設定して授業展開を行っている。
アイデアブックはそのうちのⅠ前期前半『調理師と健康』の中で使用した。
前期前半はそれぞれ7回の授業が配当されており、1～5回目は講義形式、6・7回目は個人ワーク
やグループディスカッション等を通して理解を深めた。
6回目の授業では事前課題として『1～5回目の内容がSDGsの17の項目の何に当てはまるか？』に
ついてのレポートを課した。
7回目は『自分が興味を持ったSDGsの項目とその理由。理由については、それが食に携わる者
（調理師）としてどのように貢献できるか？という視点を込める』についてについてのプレゼンテー
ションを行った。
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一般社団法人 壱岐䜏䜙䛔創䜚䝃䜲䝖 村㒊 茂

小学校海洋教育䝥䝻䜾䝷䝮

䛂壱岐型海洋教育䛃䛸䛧䛶䚸児童䛾発㐩段㝵䜢考慮䛧䛴䛴䚸壱岐䛾住民䛻
䛸䛳䛶㥆染䜏深䛔䛂海䛃䜢㢟材䛸䛧䚸壱岐䛾特色䜢最大㝈活䛛䛧䛺䛜䜙䠯䠠䠣
䡏䜈䛾理解䛸行動䜢促䛩䚹
壱岐䛾小学生䚸教職員䚸島民䚸来ゼ者䜙䛜䛂壱岐䛸海䛸䛾䛴䛺䛜䜚䛃䜈䛾理
解䜢深䜑䜛䝁䞁䝔䞁䝒䞉教材䜢㛤発䛧䚸学校教育䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛻組䜏㎸䜐䛣䛸
䛷䚸壱岐䛾持続可能䛺発展䜢担䛖人材䜢育成䛩䜛䚹

単元名対㇟

科目

時㛫

参考㈨料

䞉壱岐䜔自分䛾住䜐地域䛾自然䜔歴史䜢䛂海䛃䛸䛔䛖視点䛛䜙理解䛩䜛䛣䛸䛷䚸地域䛾㇏䛛䛥䜢把握䛩䜛力
䞉壱岐䜔自分䛾住䜐地域䛾現状䜔ㄢ㢟䜢多角的䛻把握䛩䜛䛣䛸䛷䚸愛着䜢䜒䛱䛴䛴探究的視点䜢持䛳䛶地
域䜈䛛䛛䜟䛳䛶䛔䛟力
䞉自然䜔歴史䚸地域䛾人䚻䛸䛛䛛䜟䜛䛺䛛䛷自䜙䛾考䛘䜢育䜏䚸他者䛸䛾対ヰ䛾中䛷主体的䛻表現䛧䛶䛔
䛟力

期待䛷䛝䜛学習効果

授業内容

目標

壱岐型海洋教育

䜰䜲䝕䜰䝤䝑䜽等

小学校3䡚6年

総合学習

3䡚10時㛫

海䜢㢟材䛸䛧䛯体㦂学習䜢㍈䛻䚸学校別䛾事前学習䛸事後学習䜢行䛔䚸壱岐䛾海䛛䜙地域䛻䛴䛔
䛶学䜣䛷䜒䜙䛖䚹
䞉対 ㇟ 䠖 小学生䠄3䡚4年生 or 5䡚6年生䠅
䞉授業回数 䠖 5回

第1回 䠖 海洋教育䜈䛾導入
第2回 䠖 海䛾䝖䝢䝑䜽䜢体㦂学習䛻䛴䛺䛢䜛
第3回 䠖 体㦂学習
第4回 䠖 体㦂学習䛾振䜚㏉䜚
第5回 䠖 学䜃䜢䜎䛸䜑表現䛻䛴䛺䛢䜛

䞉授業形式 䠖 䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥(䜾䝹䞊䝥䝽䞊䜽)

䜸䞁䝷䜲䞁授業䞉䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䛾様子
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授業内容䠎

子䛹䜒䛯䛱䛾反応䞉感想

体㦂学習䜢㏻䛨䛶䚸小学生䛜壱岐䛾海䛾㇏䛛䛥䜢理解䛧䚸意㆑改㠉䜔行動変容䛜㉳䛝䛶䛔䜛
様子䛜確ㄆ䛷䛝䛯䚹䛂子供䛜䝔䝺䝡䜔䝙䝳䞊䝇䛷䛾SDGs䜔地球温暖化䛾報㐨䛻興味䜢持䛴䜘䛖
䛻䛺䛳䛯䠄保ㆤ者䠅䛃䛸䛔䛖声䜒䛒䛳䛯䚹
䐟小学生䛾声
䞉今䛸昔䛷䛿䚸䛚䛺䛨䜀䛧䜗䛷䜒䛡䛧䛝䛜䛬䜣䛬䜣䛱䛜䛖䛣䛸䜢初䜑䛶知䛳䛯䚹
䞉海䛻䛔䛳䛯䜙䚸䝂䝭拾䛔䜢䛧䛶䚸海䛾䜖䛯䛛䛥䜢守䜚䛯䛔䚹
䞉䠄授業䜢䠅䛝䛳䛛䛡䛻䜒䛳䛸海䛾䛣䛸䜢知䜚䛯䛔䛸思䛳䛯䚹

䐟壱岐市立初山小学校
䞉䝔䞊䝬 䠖䛆㣗䛇海䛾恵䜏䜢親子䛷学䜌䛖
䞉体㦂学習䠖壱岐䛾海䛾㣗材䜢使䛳䛯㒓土料理䛾ㄪ理実習䜢行䛔䚸親子䛷味䜟䛔䛺䛜䜙海䛾㇏

䛛䛥䜢実感䛩䜛䚹一見海䛸㛵係䛾䛺䛔㣗材䜒海䛛䜙恩恵䜢受䛡䛶䛔䜛䛣䛸䜢理解䛧䚸
自然䛾㇏䛛䛥䜔伝統䜢大切䛻䛩䜛気持䛱䜢㣴䛖䚹

䐠壱岐市立㪒伏小学校
䞉䝔䞊䝬 䠖䛆歴史䛇㇏䛛䛺壱岐䛾海䜢未来䛻䛴䛺䛠
䞉体㦂学習䠖昔䛾壱岐䛾海䛻䛴䛔䛶老人䝩䞊䝮䛾入居者䛸交流䛩䜛䚹䜎䛯䚸漁協䚸市䛾水産ㄢ䚸

企業䚸住民䛻海䛻㛵䛩䜛聴䛝取䜚䜢行䛖䚹㐣去䛸現在䛾海䛻䛴䛔䛶䛾情報䜢䜎䛸䜑䚸
将来䛾壱岐䛻䛹䛾䜘䛖䛺海䜢引䛝継䛔䛷䛔䛝䛯䛔䛛提案䛩䜛䚹

䐡壱岐市立筒城小学校
䞉䝔䞊䝬 䠖䛆環境䛇磯䛾㇏䛛䛥䛸生物䛾多様性
䞉体㦂学習䠖磯体㦂䜢㏻䛧䛶䚸生物多様性䛻䛴䛔䛶理解䛩䜛䚹壱岐䛷生䛨䜛磯焼䛡䜔䚸䛭䜜䛻䜘

䜛問㢟䛻䛴䛔䛶考䛘䜛䚹世界䛾海䛾生䛝物䛾多様性䛜脅䛛䛥䜜䛶䛔䜛䛣䛸䜢知䜚䚸
䛭䛾対策䛾必要性䛻䛴䛔䛶意㆑啓発䛩䜛䚹

一般社団法人 壱岐䜏䜙䛔創䜚䝃䜲䝖 村㒊 茂

小学校海洋教育䝥䝻䜾䝷䝮

ㄪ理実習䛾様子 老人䝩䞊䝮ゼ問䛾様子 磯体㦂䛾様子
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一般社団法人 壱岐䜏䜙䛔創䜚䝃䜲䝖 村㒊 茂

中学校環境教育䝥䝻䜾䝷䝮

中学生䜈䛾䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥実施䛻䜘䜛意㆑改㠉䞉行動変容䜢促䛩直接効果
䛸䚸中学生䛾活動䜢㏻䛧䛶地域住民(大人)䜢䝘䝑䝆䛩䜛㛫接効果䛻䜘䜚䚸住
民䛜自分䛯䛱䛾地域䛾未来䜢真剣䛻考䛘䚸地域䛾活性化䜢図䜛䚹

単元名対㇟

科目

時㛫

参考㈨料

䞉知㆑及䜃技能䠖探求的䛺学習䛾㐣程䛻䛚䛔䛶䚸ㄢ㢟䛾解決䛻必要䛺知㆑及䜃技能䜢㌟䛻付䛡䚸ㄢ㢟䛻㛵
䜟䜛概念䜢形成䛧䚸探求的䛺学習䛾䜘䛥䜢理解䛩䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹
䞉思考力䚸判断力䚸表現力䠖実社会䜔実生活䛾中䛛䜙問䛔䜢見䛔䛰䛧䚸自分䛷ㄢ㢟䜢立䛶䚸情報䜢㞟䜑䚸整
理䞉分析䛧䛶䚸䜎䛸䜑䞉表現䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛩䜛䚹
䞉学䜃䛻向䛛䛖力䚸人㛫性等䠖探求的䛺学習䛻主体的䞉協働的䛻取䜚組䜐䛸䛸䜒䛻䚸互䛔䛾䜘䛥䜢生䛛䛧䛺䛜
䜙䚸積極的䛻社会䛻参画䛧䜘䛖䛸䛩䜛態度䜢㣴䛖䚹

期待䛷䛝䜛学習効果

授業内容

目標

住䜏䛴䛵䛡䛯䛔䜎䛱䛵䛟䜚㐠動

䜰䜲䝕䜰䝤䝑䜽等

中学校1年

総合学習

10時㛫

全5回䛾授業䛿䚸䝞䝑䜽䜻䝱䝇䝔䜱䞁䜾思考䛻基䛵䛔䛯構成䛸䛧䛶䛔䜛䚹
望䜎䛧䛔未来䛾姿䜢描䛝䚸䛭䛾姿䛛䜙現在䜢見䛶ㄢ㢟䜢発見䛧䚸ㄢ㢟解決䛾䛯䜑䛾ィ画䜢立䛶䚸
実行䛩䜛䛸䛔䛖流䜜䜢㡰䛻㐍䜑䜛䛣䛸䛷䚸䜘䜚㧗䛔目標䛾実現䜢目指䛩䚹
夏休䜏䛾活動䛷䛿䚸生徒䛯䛱䛜ィ画䜢㐍䜑䜛上䛷生䛨䛯疑問䛻䛴䛔䛶䚸市役所䜔地域䛾䛚店䛾
大人䛻意見䜢聞䛟䛣䛸䛷䚸大人自㌟䛜地域ㄢ㢟䛻目䜢向䛡䚸行動䛻移䛩䛣䛸䜢促䛩䚹
䞉対㇟ 䠖壱岐市立㒓䝜浦中学校 中学1年生

壱岐市立勝本中学校 中学1年生
壱岐市立芦㎶中学校 中学1年生
壱岐市立石田中学校 中学1年生

䞉授業回数䠖5回(ィ9時㛫)䠇夏休䜏䛾活動䠇最終発表会
䞉授業形式䠖䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥(䜾䝹䞊䝥䝽䞊䜽)

䜾䝹䞊䝥䛻䜘䜛䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䛾様子
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授業内容䠎

子䛹䜒䛯䛱䛾反応䞉感想

中学生䛛䜙䜲䞁䝍䝡䝳䞊䜢受䛡䛯大人䜈䛾䜰䞁䜿䞊䝖結果䜔䚸䝥䝻䜾䝷䝮実施後䛻中学生䜔大
人䛻䝠䜰䝸䞁䜾䛧䛯結果䛛䜙䚸本活動䛻䜘䜛中学生䜈䛾意㆑改㠉䞉行動変容䛾直接効果䚸及䜃
周囲䛾大人䜢䝘䝑䝆䛩䜛㛫接効果䛾双方䜢確ㄆ䛷䛝䛯䚹
䐟中学生䛾声
䞉SDGs䛻䛿自分䛯䛱䛻䛷䛝䜛䛣䛸䛜䛒䜛䚹大䛝䛺目標䛷䛿䛺䛟䚸小䛥䛺目標䜢䝁䝒䝁䝒䛸䜔䛳䛶䛔
䛣䛖䛸思䛖䚹
䞉地域䛾䛣䛸䛜良䛟分䛛䛳䛯䚸䜒䛳䛸深䛟知䜚䛯䛔䛸思䛳䛯䚹

䐟第1回䝔䞊䝬䠖住䜏䛴䛵䛡䛯䛔䜎䛱䜢考䛘䜛
䞉学習内容 䠖将来(10年後)䛾自分䛾姿䜢考䛘䜛

2030年䛻住䜣䛷䛔䛯䛔壱岐䛾姿䜢考䛘䜛
䐠第2回䝔䞊䝬䠖住䜏䛴䛵䛡䛯䛔䜎䛱䛻䛩䜛䛯䜑䛾ィ画䜢立䛶䜛
䞉学習内容 䠖2030年䛻住䜣䛷䛔䛯䛔壱岐䛾姿䛻䛩䜛䛯䜑䛻自分䛯䛱䛻䛷䛝䜛䛣䛸䜢考䛘䜛

夏休䜏䛾活動ィ画䜢立䛶䜛
䐡夏休䜏䝔䞊䝬䠖大人䛾意見䜢聞䛟䚸住䜏䛴䛵䛡䛯䛔䜎䛱䛻䛩䜛䛯䜑䛾活動䜢䛿䛨䜑䜛
䞉学習内容 䠖2030年䛻住䜣䛷䛔䛯䛔壱岐䛾姿䛻䛩䜛䛯䜑䛻大人䛻協力䛧䛶䜒䜙䛳䛶䛷䛝䜛

䛣䛸䜔䚸知䜚䛯䛔䛣䛸䞉疑問䛻思䛳䛯䛣䛸䜢大人䛻聞䛟䚸自分䛯䛱䛻䛷䛝䜛活動
䜢始䜑䜛

䐢第䠏回䝔䞊䝬䠖夏休䜏䛾活動成果䜢整理䛩䜛

䞉学習内容 䠖発表䝔䞁䝥䝺䞊䝖䜢使䛳䛶夏休䜏䛾活動成果䛾発表構成䜢考䛘䚸㊊䜚䛺䛔情
報䜢整理䛩䜛䚸㊊䜚䛺䛔情報䜢䜲䞁䝍䞊䝛䝑䝖䜔本䛷ㄪ䜉䜛䚸発表㈨料䜢作成
䛧始䜑䜛

䐣第4回䝔䞊䝬䠖活動成果䜢伝䛘䜛䛯䜑䛾㈨料䜢作䜛
䞉学習内容 䠖発表㈨料䜢作成䛩䜛
䐤第5回䝔䞊䝬䠖活動成果䜢䜏䜣䛺䛻伝䛘䜛
䞉学習内容 䠖䝏䞊䝮䛤䛸䛻発表䛩䜛

他䛾䝏䞊䝮䛾発表䜢ホ価䛩䜛䚸SDGs活動宣ゝ䜢作成䛩䜛

一般社団法人 壱岐䜏䜙䛔創䜚䝃䜲䝖 村㒊 茂

中学校環境教育䝥䝻䜾䝷䝮

䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䛾様子 夏休䜏䛾活動䛾様子 発表会䛾様子



学校名：県立広島大学 名前：中石ゆうこ

プロジェクトワーク「地球規模の課題と私にできる貢献」

１ 大学の学修場面にふさわしい表現を使って、関心のあるトピックについ

て発表できる。
２ 発表がよくまとまり、「地球規模の課題と私にできる貢献」というテーマに
合わせて、情報が過不足なく伝えられる。
３ 発表を聞いた人が、何か活動を始めたくなるような働きかけができる。

単元名対象

科目

時間

参考資料

・その１ 関心のあるトピックについて発表に向けて構想をすることで、大学の学修場面にふさわしい表現を

コンテンツから学ぶことができる。
・その２ 参考文献の種類を適切に評価して、学術的にふさわしい資料を収集できるようになる。
・その３ 自分の現在、または将来の生活や専門がSDGｓにどのようにつながるか自覚できる。
・その４ SDGｓの取り組みを留学生の出身国・地域に波及できる。

期待できる学習効果

授業内容

目標

留学生向けの外国語科目「アカデミック日本語Ⅱ」のプロジェクトワーク

アイデアブック、論文、新聞記
事、インターネット記事など

留学生（大学）

アカデミック日本語

水or金 １・２限

留学生は日本国内外でオンラインで受講した。プロジェクトワークを通して、スライドを用いた
プレゼンテーションを日本語で行い、その録画を行った。以下、発表のポイントを挙げる。

◆タイトル
目標番号と自分の考えたタイトル、発表者の名前
◆背景
自分が目標を選んだ理由
・何が問題か、現在どういう状況があるか
・目標に取り組まなかった場合、どんな未来が予想されるのか （次ページに続く）

授業回 内容 宿題
1回 SDGsとは何か ワークシート１
2回 ⽬標を決める／⽂献探し ワークシート２
3回 ⽂献決定／引⽤のしかた ワークシート２
4回 PPT作り ワークシート３、PPTの内容を考える
5回 PPT作り／原稿づくり PPT、原稿の内容を考える
6回 PPT、原稿完成 発表の練習
7回 発表

授業内容（第3ターム[４期制の３学期目]に、計7回の授業を行った。）
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授業内容２

成果物と留学生の感想

留学生の感想を抜粋して紹介する（原文ママ）。

留学生A：何よりも重要なのは自分の問題意識だと

考える。この世界における問題はすべて解いている
わけではない。したがって、自分の周りから問題を探
し出し、それを解決するのは大学教育を受けてきた
われわれの果たすべき役割だと思う。
留学生B：資料の収集と分析の面から言うと、今

ネット上で様々な情報が手に入りやすいですが、そ
の中から本当に自分の内容に合った情報を洗い出
すことがさらに重要だと思います。
留学生C：正直言って、いつも17の目標を完成する
ことが私たち一般人にあまり関係がないと思いまし

たが、プロジェクトワークの活動の発表が終わりまし
たら、自分がやるべきとできることを認識し、考え方
の不足も改めました。

◆社会のアクション
・社会では、すでにどんな取り組みが行われているか
・社会の取り組みの評価（良いところ、改善できるところ）
◆私のアクション
・自分自身は、日常生活でどんな取り組み（アクション）を行っているか
※写真を準備する。

◆私のアクション２
・自分は、将来、どんな取り組み（アクション）を行いたいか
※ほかの人が取り組みをイメージできるように、具体的に説明する
・どんな課題が残されているか
・目標を達成するために、ほかの人とつながることで、もっとできることはないか
◆聞いている人に一言
◆参考文献
必ず、以下のすべてのジャンルの文献を引用する。
引用文献の書き方に従って記載する。
1.新聞記事
2.論文
3.グラフ（報告書・論文などの情報・インターネット上の情報）
4.動画

学校名：県立広島大学 名前：中石ゆうこ

プロジェクトワーク「地球規模の課題と私にできる貢献」
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学校名：◎◎学校 名前：山田太郎（ご自身の名前に変更ください）

授業のタイトルをお願いします

その１ SＤＧ䡏について理解する
その２ １７の目標のそれぞれについて目標・内容とターゲット・指標の理解
及び取組例について理解する
その３ 事例研究から自分事として考え、自分はどのような行動をとるかに
ついて考えことにつなげる

単元名対象

科目

時間

参考資料

・その１ SＤＧ䡏の全体像を理解できるようになる

・その２ SＤＧ䡏の１７の目標等について、取組例を知り、その内容を理解できるようになる

・その３ 自分事として考え、行動につなげることができるようになる

期待できる学習効果

授業内容

目標

SDGsの目標・内容とターゲット・指標の理解及び取組例について

アイデアブック等

大学3年生

教科指導法（社会）Ⅱ

１００分

＜講義回数＞（講義３/１４回：１回１００分）
第１回 SDGsとは何か？：SDGsの17の目標について

SDGsの目標１～目標５の内容とターゲット・指標の理解及び取組例について
第２回 SDGsの目標６～目標12の内容とターゲット・指標の理解及び取組例について
第３回 SDGsの目標13～目標17の内容とターゲット・指標の理解及び取組例について

まとめ
＜内容＞
・毎回、学生自身に興味関心をもった目標を１つ選ばせ、『未来を変える目標 SDGs ア
イデアブック』の中から、関࿊する内容について読み取り、自分の考えをまとめさせた。
（本講義は緊急事態宣言下であったため、オンラインで実施した。個人での深まりを見ら
れたが、グループでのし合いが十分できなかったため、新たな気づきや違う価値観の共
有などが十分ではなかった。）

学校名：九州産業大学

SDGsの目標・内容とターゲット・指標の理解及び取組例について
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授業内容２

子どもたちの反応・感想

学校名：◎◎学校 名前：山田太郎（ご自身の名前に変更ください）

授業のタイトルをお願いします

＜授業の基本的な流れ＞
１ 目標〇～〇のうち、取り組んでみたい目標を１つ選び、選んだ理由を書く。
２ テキストを見て、選んだ目標と関࿊するところを読み、参考になったことを書き出
しまとめる。（発表する）
３ 選んだ目標が2030年にどのようになっていたら嬉しいか、まとめる。その際、ター
ゲットを参考にすること。そんな未来にするためにはどうすればよいか、アイデアを出
す。
４ そのために自分ができることを書き出す。
５（3回目：まとめとして）

３回の授業を振り返りまとめとして、SDGs川柳を作成する。
＜振り返り＞
・毎回良い事例を紹介し、提出された内容のどこが良いか、どこが不十分かを教員が解
説することにより、考えがさらに深まるように指導支援を行った。
・SDGs川柳については、最初に教員が作成した川柳を紹介することにより、教員自身も
授業に参加している一人であることを示した。次に学生の川柳（体調不良等の欠席者分
を除く）を紹介し、様々視点からの課題や今後の願いなどの共有を図った。

SDGs川柳

・「一歩ずつ 未来を変える 僕たちで」・「気付こうや そこに溜まってる 消しかすが」

・「偽善でなく みんなでやろう 地球のために」

・「だれがやる 他人任せが 遅らせる」・「SDGｓ 皆で取り組み 守る地球」

・「みんなの力で みんなが住みやすい 世界にしよう」・「絶対に 取り残さない 誰一人」

・「男女でも 同じ人には 変わりない」・「ごみ拾い 運も拾って 好釣果」

・「考えよう みんなが笑顔で いれる世界」・「持続型 子孫のためにも 取り組もう」

・「平への 活動まずは 自分から」・「ポイ捨てが いつかあなたに もどるかも」

・「すより その場へ行って 見て動く」・「手をつなぎ みんなでニコリ 支えあい」

・「エコバッグ 3円以上の 価値がある」

学校名：九州産業大学

SDGsの目標・内容とターゲット・指標の理解及び取組例について
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学校名䠖広島国際大学 名前䠖成清哲也

SDGsから中山間地域の地域医療䝅䝇䝔䝮䜢考え䜛

その䠍 中山間地域の実情䜢調べ説明でき䜛。

その䠎 SDGsの17の目標䜢簡単に説明でき䜛。

その䠏 䝅䝇䝔䝮䝅䞁䜻䞁䜾䜢使って、地域医療䝅䝇䝔䝮の問題点の
本質䜢説明でき䜛。

その䠐 SDGsの観点から解決策䜢提示でき䜛。

単元名対象

科目

時間

参考資料

䞉その䠍 こ䜜まで学䜣できた医療経営䜢統合して実践力䜢高めら䜜䜛。

䞉その䠎 SDGsの䝣䝺䞊䝮䜢利用して䝂䞊䝹から䝞䝑䜽䜻䝱䝇䝔䜱䞁䜾に考えら䜜䜛。

䞉その䠏 䝅䝇䝔䝮䝅䞁䜻䞁䜾の思考法䜢活用して長期的視点で物事䜢考えら䜜䜛。

期待でき䜛学習効果

授業内容

目標

SDGs×䝅䝇䝔䝮䝅䞁䜻䞁䜾で地域医療䜢考え䜛

持続可能な地域のつくり方
SDGs(持続可能な開発目標)
SDGs䜰䜲䝕䜰䝤䝑䜽

䠐年生

地域医療䝅䝇䝔䝮論

9時間 (1.5×6回)

第1回 SDGsと䝅䝇䝔䝮䝅䞁䜻䞁䜾䜢学ぶ
第2回 特定の中山間地域の実情䜢調査す䜛。
第3回 調査結果䜢分析し問題点䜢まとめ䜛。
第4回 問題点の因果関係䜢整理し課題䜢設定す䜛。
第5回 䝇䝷䜲䝗作成/䝸䝝䞊䝃䝹
第6回 発表会

今年度は、䝁䝻䝘禍の中でZoom使用した䜸䞁䝷䜲䞁授業となった。
そのため、反転授業として、䜸䞁䝕䝬䞁䝗で知識䜢補完し、䜸䞁䝷䜲䞁(䝸䜰䝹䝍䜲䝮)で䜾䝹䞊䝥
䝽䞊䜽䜢す䜛授業形態とした。
第1回 SDGsと䝅䝇䝔䝮䝅䞁䜻䞁䜾䜢学ぶ
SDGs䜢聞いたことがあ䜛という学生は7割にいたのに対して、䝣䝹䝇䝨䝹か日本語訳で言えた者
は皆無であった。
SDGsが生ま䜜た経緯、17の目標と目標は関連してい䜛こと理解させ䜛。 また、䝅䝇䝔䝮䝅䞁䜻
䞁䜾の、全体䜢俯瞰す䜛、時間とともに作用が変䜟䜛、循環作用に着目す䜛、結果ではなく役立つ
こと探す思考法であ䜛こと䜢理解させ䜛。

第2回 特定の中山間地域の実情䜢調査す䜛。
広島県は、瀬戸内海に面した比較的人口が集中してい䜛地域と、少子高齢化と共に急速に人口
減少してい䜛中山間地域䞉島嶼地域があ䜛。実際に調べてみて、数字からどのような状況であ䜛の
かまとめさせ䜛。
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授業内容䠎

子どもたち䛾反応䞉感想

• SDGs䛾取り組み䜢行ってい䜛企業や団体䛿まだ少ないが、こ䜜から広まっていってほしいと
考えた。

• 講義䜢通して、䜾䝹䞊䝥毎に分か䜜て決めた地域医療について考え、そ䛾調査結果䛾発表
䜢した。䜾䝹䞊䝥ごとに伝䜟りやすさ、理解しやすさに䝞䝷つきがあったことで、調査し䝕䞊䝍
䜢集め䜛だけでなく、いかに相手に伝䜟りやすく発表す䜛か䜢工夫す䜛といった、䜰䜴䝖䝥䝑䝖
䛾大切さ䜢再確認す䜛事ができた。

第3回 調査結果䜢分析し問題点䜢まとめ䜛。
こ䜜まで問題分析手法䛿学䜣できてい䜛䛾で、䝏䞊䝮䝡䝹䝕䜱䞁䜾䞉䝣䜯䝅䝸䝔䞊䝅䝵䞁に重点
䜢置いて指導す䜛。しかし、Zoom䛾䝤䝺䞊䜽䜰䜴䝖䝉䝑䝅䝵䞁で少人数にな䜛と、多く䛾䜾䝹䞊䝥
䛾活動が低調であった。

第4回 問題点䛾因果関係䜢整理し課題䜢設定す䜛。
今回最も大切にした、因果関係と䝕䞊䝍に基づいた検討䜢中心に䜾䝹䞊䝥ごとに指導す䜛。
また、䝞䝑䜽䜻䝱䝇䝔䜱䞁䜾で䝇䝖䝺䝑䝏した䝂䞊䝹䜢䜲䝯䞊䝆して課題設定す䜛よう誘導す䜛。

第5回 䝇䝷䜲䝗作成/䝸䝝䞊䝃䝹
䝇䝷䜲䝗作成技法、䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁技法䜢䜾䝹䞊䝥ごとに指導す䜛。

第6回 発表会
各䜾䝹䞊䝥単位に発表し䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁、評価す䜛。
評価䛿、必要要件(最低限䛾䝁䞁䝔䞁䝒、発表時間等)、䝻䝆䝑䜽、䝕䝄䜲䞁、䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁
䛾合計点で評価す䜛。
最後に、全䜾䝹䞊䝥䛾目標䛿SDGs䛾ど䛾䝂䞊䝹であったか、どうしてそ䛾䝂䞊䝹がたくさ䜣
選䜀䜜たか、逆に選䜀なかった䝂䞊䝹䛿何か䜢振り返り6回䛾授業䜢䜽䝻䞊䝆䞁䜾した。

学校名䠖広島国際大学 名前䠖成清哲也

SDGsから考え䜛中山間地域䛾地域医療䝅䝇䝔䝮䜢考え䜛



SDGs に関するワークショップ実施報告書 
 

報告者：吉⽥公⺠館 ⼋坂美恵⼦ 
 

1. ワークショップ名：SDGs カードゲームお試し会 
2. 実施⽇時：令和３年 10 ⽉ 7 ⽇ 19：00〜20：30 
3. 実施場所：益⽥市市⺠学習センター101 号室 
4. 参加者：4 名（⾼校⽣ 1 名、⼩学⽣ 1 名、⼤⼈ 1 名、公⺠館職員 1 名） 
5. ねらい：SDGs に興味を持ってもらう 
6. 内容：⾃⼰紹介、SDGs のお話（『未来を変える⽬標 SDGs アイデアブック』を使っ

て説明）、カードゲーム実施（Get The Point）、感想共有 
7. 参加者感想：SDGs 達成のために⾃分でできることをしていきたい（ゴミの分別、余

計なものは買わない、ペットボトルのゴミを減らすために⽔筒を持ち歩く） 
8. 活動写真 

 
 
 
1. ワークショップ名：オンライン コーヒーワークショップ 
2. 実施⽇時：令和 3 年 12 ⽉ 4 ⽇ 14：00〜16：00 
3. 実施場所：益⽥市市⺠学習センター202 号室 
4. 参加者：9 名（中学⽣ 1 名、⼤⼈ 5 名、公⺠館職員 2 名、講師 1 名） 
5. ねらい：ドリップコーヒーの上⼿な淹れ⽅を学び、コーヒー問題や SDGs についても

考えてもらう 
6. 内容：⾃⼰紹介、SDGs のお話（『未来を変える⽬標 SDGs アイデアブック』を使っ

て説明）、SDGs 的視点で考えるコーヒーのお話、コーヒーの淹れ⽅、実践、感想共有 
7. 参加者感想：コーヒーから SDGs を考えるとは思ってもみなかった/ SDGs の視点も

⼤切だと思った 
8. 活動写真 
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益田市吉田公民館

SDGsに関するワークショップ実施報告書

実施報告



 
 
1. ワークショップ名：カードゲームをして SDGs について考えてみよう 
2. 実施⽇時：令和 3 年 12 ⽉ 28 ⽇ 10；00〜11：30 
3. 実施場所：益⽥市⽴吉⽥⼩学校会議室 
4. 参加者：10 名（⼩学⽣ 5 名、⼤⼈ 2 名、公⺠館職員 2 名、講師 1 名） 
5. ねらい：カードゲームをしながら SDGs について考える 
9. 内容：⾃⼰紹介、SDGs のお話（『未来を変える⽬標 SDGs アイデアブック』を使っ

て説明）、カードゲーム実施（Get The Point）、感想共有 
6. 参加者感想：⾃分だけが豊かになるようにという考えではなく、みんなが幸せに豊か

に過ごせるように考えることが⼤切だと思った/資源を⼤切にすることはいいことだと
思った/次の世代に資源を残すということはとても難しいと思った/資源には限りがあ
るので考えながら⽣活することが⼤切だと思った 

7. 活動写真 
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益田市吉田公民館

SDGsに関するワークショップ実施報告書

実施報告



『未来を変える目標 SDGs アイデアブック』の寄贈プログラム 

SDGs授業実践報告 

学校名：まなビバ！シリウス（オンラインフリースクール「風のがっこう」） 

学 年：小１〜中３（異年齢での学び合い） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

活動の名前：「Think the EARTH 地球プログラム〜地球人として地球のことを考える」 

活動のねらい：学校が合わなかったりコロナによる自主休校で学校での学習機会を持つこと

ができなかったりする小中学生を対象に、地球に暮らす一員として地球のことを考え、SDGs

を知るきっかけを渡すことをねらいとする。 

教科名：総合 

指導者：安楽岡 優子 

生徒数：９人（＋最終日見学者２名）（＋保護者３名） 

参加：小１（３名）、小３（２名）、小４（１名）、小５（１名）、 

中１（１名）、中３（１名） 

見学：小２（１名）、中２（１名） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

活動の要約 

実施時期：３学期 

実施回数：50分授業×５回 

実施方法：オンライン 

「風のがっこう」（オンラインフリースクール）では、週２回（火・水曜、9〜12時）、学校が

合わない不登校状態の児童生徒やコロナにより自主休校をしている児童生徒が、全国からオン

ラインで集まって交流活動をしています。登録者数約80名、定期的参加児童生徒数約20名。そ

の子どもたちのなかで、地球のことをともに考えるプログラム参加希望の子どもたちとSDGs

について知り、寄贈いただいた本を読んでわかったことをまとめたり発表したりしました。 

１・２年生についての参加は、オンラインによる実施のため、本読みでの漢字の難しさもあ

り、サポートとして保護者さんにも参加してもらいました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

活動の流れ 

【第１回：地球人としての意識を確認する】 

日時：2022年2月8日（火）10:50〜11:40 

授業の流れ 

１）Googleアースでスタッフがいる場所から上昇し、オンラインで参加しているお互いのメ

ンバーがどこにいるかを確認しあう 

※上昇していくと地球が見えてくることに気づかせる 

２）地球を旅するとたくさんの人に出会ったスタッフのエピソードを聞く 

※身近な人が行った場所・出会った人たちの写真を見せることで、擬似体験につながる 

※Where are you from? I am from the EARTH. のやりとりのエピソード 

３）地球人として、わたしたちのふるさとである地球のことを考えることを伝え、地球のす

てきなところを発表し合う 

４）SDGsのことを知る 

※本を開いて、17の目標があることを見つける 
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まなビバ！シリウス（オンラインフリースクール「風のがっこう」）

SDGs授業実践報告

実施報告
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まなビバ！シリウス（オンラインフリースクール「風のがっこう」）

SDGs授業実践報告

実施報告

 

【第２回：SDGsについて知り、目標のなかから気になるものを見つける】 

日時：2022年2月9日（水）10:50〜11:40 

授業の流れ 

１）前回の流れを確認する 

２）「SDGsってなんだろう」の動画を視聴する 

３）17の目標のなかで気になる目標を選ぶ 

４）寄贈本「未来を変える目標 SDGsアイデアブック」の見開きシートから、目標を切り取り、

シートの真ん中におき、周りに気になることをメモする 

５）その目標について書いてある本のページを開き、読む 

６）本を読み、初めて知ったことやわかったことなど、シートに書き足す 

 

【第３回：SDGsについて知る】 

日時：2022年2月15日（火）10:50〜11:45 

授業の流れ 

◉国連のゴー・ゴールズすごろくで遊ぶ 

 ※途中のクイズでSDGsの問題に挑戦する 

 

【第４回：自分で決めた目標について、文字にしてまとめる】 

日時：2022年2月16日（水）10:50〜11:50 

授業の流れ 

１）国連のゴー・ゴールズすごろくの続きをする 

 ※途中のクイズでSDGsの問題に挑戦する 

２）自分で決めた目標についてわかったことを友達に伝えるために、オンラインノートにま

とめる 

 

【第５回：SDGsの目標についてわかったことを発表する】 

日時：2022年2月22日（火）10:50〜11:55 

授業の流れ 

１）わかったことを発表する 

２）お互いの目標のことを知り合う 

３）今後の自分の生活の中にSDGsや地球人として何を考え何をたいせつに生きていくか、ス

タッフの話を聞く 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

授業を終えて 

オンラインフリースクールでの今回の授業では、年齢もバラバラ、かつ、オンラインでの実

践であったため、５回設定では時間が足りなかったというのが正直なところです。レポート

まとめが分かったことを数行書く程度で終わった子もいますが、毎回授業が終わると「SDGs

楽しい！」という子どもたちやすごろくのクイズで「SDGsに関係することだよね！」という

小学校低学年のこどもたちの姿、そして、友達の調べたことを真剣に聞いたり、友達の調べ

た目標の本のページを自分からすすんで開いている様子があったりと、その子その子なり

に、地球について、SDGsについて自分ごとになり始めている姿を見ることができました。 



学校名䠖九州産業大学 名前䠖太田清治

その１ SDGsについてཀྵ解する
その２ １７のඬのそれぞれについてඬ・಼༲とターゲット・ࢨ
ඬのཀྵ解及びखૌྭについてཀྵ解する
その３ ಊをとߨえ、ࣙはどのようなߡとしてࣆ研究からࣙྭࣆ
るかについてߡえことにつなげる

単元名対象

科目

時間

参考資料

・その１ SＤＧｓのસରをཀྵ解できるようになる

・その２ SＤＧｓの１７のඬについて、खૌྭをஎり、その಼༲をཀྵ解できるようになる

・その３ ࣙࣆとしてߡえ、ߨಊにつなげることができるようになる

期待できる学習効果

授業内容

目標

SDGsのඬ・಼༲とターゲット・ࢨඬのཀྵ解及びखૌྭについて

アイデアブック・
พ

大学2年生

ஏཀྵྼ࢛教育๑

１００

＜಼༲＞
・ஏཀྵྼ࢛教育๑において、学सࢨགྷに基づく಼༲との関࿊をਦり、『າཔをรえ
るඬ SDGs アイデアブック』とพ『ターゲットとࢨඬ』を活༽したद業をࣰࢬした。
・द業としては、学ਫ਼ࣙਐに興ັ・関ৼをもったඬを１つમばせ、಼༲をಣみखること
から、ࣙのߡえをまとめさせ、さらにグループで互いに意見をި換するをઅఈしߡえ
をめさせた。
・द業のޛ࠹に、そのཀྵ༟とޛࠕ、ࣙがखりૌんでみたいことを２以಼でわかりやす
くනさせ、ࣙࣆとしてߡえߨಊできるようにした。

教職課程教科教育（地理歴史科）の授業の工夫
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授業内容２

子どもたちの反応・感想

＜द業の基ຌదなླྀれ＞
「SDGsの಼༲ཀྵ解とࣰભにけて」
演स：SDGsの17のඬについて確しよう！
・『າཔをรえるඬ SDGｓアイデアブック』ฦஸ 一ൢऀ๑ਕ Think the Earth
・พ 『ターゲットとࢨඬ』 ߨ 一ൢऀ๑ਕ Think the Earth
を活༽し、まとめ、නしよう。

１ワークシートにまとめよう
ア『າཔをรえるඬ SDGｓアイデアブック』を見て、17のඬについて確しよう。
イࣙが興ັ・関ৼをもったඬ（ゴール）を一つ挙げ、そのཀྵ༟と、ޛࠕ、ࣙが
खりૌんでみたいことをまとめよう。
２個ਕでまとめたワークシートの಼༲について、グループのでනしい、わかりや
すくઈできるようになろう。

３スピーチにチャレンジしよう。
SDGsのどのඬ（ゴール）に興ັ・関ৼを࣍ったか、そのཀྵ༟とޛࠕ、ࣙがखりૌ
んでみたいことを２以಼でわかりやすくනしよう。

＜৾りศり＞
༹々ࢻ఼からの課ୌやޛࠕの願いなどの共༙をਦるともに、感をड़させた。

＜द業ޛの学ਫ਼の感＞

・ࣙが何をどのようにSDGsに関われるかߡえて、නするのがೋしかったですが、द業で活༽し
た2（『າཔをรえるඬ SDGｓアイデアブック』、พ『ターゲットとࢨඬ』）で৯々எるこ
とができたのでよかったです。

・アイデアブックなど見ていると、なんかでࣙ༟なアイデアでSDGsをਬしていて、ඉに
പかったです。ࣙはಆが固い๏なのでもうঙしಆをौらかくしてからߡえてみようとࢧいました。

・SDGsの１７のඬを௪して、界のয়況や、どのようなゴールをࢨしているのかをஎり、それ
らにଲし、ࣙୣに何ができるのか、何をすべきなのかがかりました。

・SDGsについてこんなにくߡえたことはໃかったのでとてもห強になりました。だけで言うの
ではなくߨಊすることがࣆだとࢧうのでߡえたことをࣰߨしていきたいです。

えることができました。༹々な角ౕߡ回のद業で、৯んな๏のනを௪してSDGsについてくࠕ・
からの意見があり、รߡࢂになりました。ड़པることは限られるが、ೖ々のߨಊからできること
をߨっていきたいです。

学校名䠖九州産業大学 名前䠖太田清治

教職課程教科教育（地理歴史科）の授業の工夫

授業内容２

子どもたちの反応・感想

＜द業の基ຌదなླྀれ＞
「SDGsの಼༲ཀྵ解とࣰભにけて」
演स：SDGsの17のඬについて確しよう！
・『າཔをรえるඬ SDGｓアイデアブック』ฦஸ 一ൢऀ๑ਕ Think the Earth
・พ 『ターゲットとࢨඬ』 ߨ 一ൢऀ๑ਕ Think the Earth
を活༽し、まとめ、නしよう。

１ワークシートにまとめよう
ア『າཔをรえるඬ SDGｓアイデアブック』を見て、17のඬについて確しよう。
イࣙが興ັ・関ৼをもったඬ（ゴール）を一つ挙げ、そのཀྵ༟と、ޛࠕ、ࣙが
खりૌんでみたいことをまとめよう。
２個ਕでまとめたワークシートの಼༲について、グループのでනしい、わかりや
すくઈできるようになろう。

３スピーチにチャレンジしよう。
SDGsのどのඬ（ゴール）に興ັ・関ৼを࣍ったか、そのཀྵ༟とޛࠕ、ࣙがखりૌ
んでみたいことを２以಼でわかりやすくනしよう。

＜৾りศり＞
༹々ࢻ఼からの課ୌやޛࠕの願いなどの共༙をਦるともに、感をड़させた。

＜द業ޛの学ਫ਼の感＞

・ࣙが何をどのようにSDGsに関われるかߡえて、නするのがೋしかったですが、द業で活༽し
た2（『າཔをรえるඬ SDGｓアイデアブック』、พ『ターゲットとࢨඬ』）で৯々எるこ
とができたのでよかったです。

・アイデアブックなど見ていると、なんかでࣙ༟なアイデアでSDGsをਬしていて、ඉに
പかったです。ࣙはಆが固い๏なのでもうঙしಆをौらかくしてからߡえてみようとࢧいました。

・SDGsの１７のඬを௪して、界のয়況や、どのようなゴールをࢨしているのかをஎり、それ
らにଲし、ࣙୣに何ができるのか、何をすべきなのかがかりました。

・SDGsについてこんなにくߡえたことはໃかったのでとてもห強になりました。だけで言うの
ではなくߨಊすることがࣆだとࢧうのでߡえたことをࣰߨしていきたいです。

えることができました。༹々な角ౕߡ回のद業で、৯んな๏のනを௪してSDGsについてくࠕ・
からの意見があり、รߡࢂになりました。ड़པることは限られるが、ೖ々のߨಊからできること
をߨっていきたいです。
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